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「土壌の物理性」閲読の手引き

．閲読依頼期限の厳守をお願い致します。万一、期限内に閲読が困難な場合には、1
速やかに編集委員会事務局へ連絡して下さい。

「投稿案内」において、下のものを投稿原稿に求めています。閲読においても、2．
これらをその基準とします。

（ ）内容について1
）オリジナリティーがあること（論文、研究ノートの場合 。1 ）

）本誌の読者にとって有益であること。2
）導入、研究手法から結論に至る過程に論理性があること。3

（ ）表現について2
）原稿全体の構成が整っていること。1
）文章表現が適切であること。2
）表題が適切であること。3
）英文アブストラクトや和文要旨が適切であること。4
） 単位や記号の使い方が適切であること。5 SI
）キーワードが適切であること。6
）英語の表現が適切であること。7

「掲載不適」とする理由としては、下のようなものが挙げられます。3．
）既発表とみなされるもの。1
）重要な部分に根本的な誤りがあるもの。2
事実に基づいた内容ではなく 単なる主観が述べられているに過ぎないもの 論3） 、 （

文、研究ノートの場合 。）

）通説が述べられているだけで、新しい知見が全くないもの（論文、研究ノート4
の場合 。）

）修正を要する根本的な指摘事項を多く含んでいるもの。5
）連載形式で構成されており、１編ごとに独立したものと認めがたいもの。6
）全体構成や文章が粗雑で、内容の判定ができないもの。7
）内容が本誌の趣旨に合わないもの。8
）その他、本誌に掲載する原稿としてふさわしくないもの。9

．原稿の内容に対する責任はあくまで著者にあります。また、原稿の価値は読者が4
判断するものです。
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．閲読は内容の批判や討議を行うものではありません。従って、見解の相違は掲載5
不適の理由にはなりません。

．閲読者は投稿者に対して研究指導する立場にありません。よって、新たな実験や6
計算の追加要求などは極力避けて下さい。

．閲読者は著者と直接折衝をしないで下さい。著者との交渉はすべて編集委員会の7
責任で行います。

．閲読者として知り得た印刷前の原稿の内容はいかなる形でも利用・引用等出来ま8
せん。厳にご注意下さい。

．著者に修正を求めた後に再閲読で総合判定をＤ（掲載不適）とすることは、閲読9
者にとっても著者にとっても非生産的です。完成度の低い原稿などにおいては、修

正を求め再閲読を行うよりも「掲載不適」として練り直してから新たに投稿するよ

。 、「 」 （「 」 ）う促した方がよい場合があります その場合には 掲載不適 の理由 ３ 参照

を明示して下さい。個別指摘事項への意見は不要です。

．閲読者から編集委員会へ意見等がある場合は、必ず「編集委員会への意見」と10
して別紙への記入をお願いします。
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